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大分トリニータ 「～家族手〝Join～だるまさんがころんだ大会」

「愛媛ＦＣが大好きだ！ ファミリーフォトコンテスト！」愛媛ＦＣ

川崎フロンターレ

　Ｊリーグと各Ｊクラブは4月28日から5月6日にかけてのゴールデンウイークの期間を中心に、Ｊ１・Ｊ２リーグ戦の会場となったスタジアム
で恒例の「ＪリーグファミリーJoinデイズ」を開催した。昨年は東日本大震災の影響で中止となり、2年ぶりの実施。各クラブが趣向を凝らし
た家族で楽しめるイベントに加え、Ｊリーグが20周年を記念してコラボレートした劇場版「名探偵コナン」with Ｊ．ＬＥＡＧＵＥ「名探偵コナン 
11人目のストライカー」に関連した企画もあり、多くの家族連れ、友人同士のファン・サポーターでにぎわった。（2ページに関連記事）

開催
ゴールデンウイークを中心にＪリーグの全40クラブがホームスタジアムで多彩なイベント

「ファミリーJoin! SAPPORO! サッカー教室
～ファミリーで聖地厚別のピッチを体験しよう！～」

「イッツァスモウワールド2012
   ～川崎唯一のスモウ部屋 春日山部屋力士がやってくる！」

コンサドーレ札幌
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来場者には「名探偵コナン」の原作者である青山剛昌先生描き
下ろしのクリアファイルがプレゼントされた

松本平広域公園総合球技場に駆け付けたMr.ピッチと記念
撮影

岡山市のｋａｎｋｏスタジアムで行われたイベントに参加した足立
梨花さん（右端）

　「ＪリーグファミリーJoinデイズ」では、Ｊリーグ特命PR部女子マネージャー
の足立梨花さんや、Ｊリーグ百年構想メッセンジャーのMr. ピッチも各地のスタジ
アムを訪れ、ファン・サポーターと触れ合った。また、来場者には、Ｊリーグ20周
年記念プロジェクト  劇場版「名探偵コナン」with Ｊ．ＬＥＡＧＵＥ「青山剛昌先
生描き下ろし ＪリーグオリジナルA5クリアファイル」がプレゼントされた。当日は
あいにくの雨に見舞われた会場があったものの、子どもたちをはじめとするイベン
ト参加者の笑顔、真剣な表情が印象的で、スタジアムでの1日を満喫した様子
がうかがえた。

　「ポニーに乗れる！ ＮＡＣＫ５スタ
ジアム大宮 一日動物園」（4月28
日）では、かわいいポニーに乗れるほ
か、ヤギやヒツジ、小さな子どもが
触れ合えるウサギやひよこも登場。
ヤギやヒツジに野菜を与えたり、小
動物を抱っこできるとあって、子ども
たちは大喜び。「ふわふわしてる！」
「かわいい！」と歓声を上げていた。

　ユアテックスタジアム仙
台では「ファミリーでむすび

丸＆伊達武将隊と遊ぼう！」が開催された（5月6日）。宮
城県のマスコットであるむすび丸、仙台市の奥州・仙台
おもてなし集団伊達武将隊が集合し、コンコースやエント
ランスでは写真撮影会やふれあいイベントを実施。子ども
たちもよろいを着て記念撮影を行った。

ベガルタ仙台

大宮アルディージャ

　アウトソーシングスタジアム日本平で開催
されたのは「S－FESTA in ファミリーJoin
デイズ」（5月3日）。さまざまなイベントの中
でも、子どもたちの人気を集めたのは思い切
り体を動かせるプログラム。複数のボールを
使ったドッジボールに参加した小学4年の河
合賢人くんは「大勢でボールを何個も使った
ところが楽しかった」と満足そうに話した。

清水エスパルス
　日産スタジアムでは「トリコロール
ファミリーDay～ご家族揃ってトリコ
ロールランドに集合！～」（5月6日）
が行われ、同スタジアムのある新横
浜公園内のしんよこフットボールパー
クでは母子のサッカー教室を実施。
参加した小学2年の奥滝稜介くんは
「お母さんと練習するのは、すごく楽
しかった」と笑顔で話した。

横浜Ｆ・マリノス

　キンチョウスタジアムでは「子ど
もたちに夢を！『どきどきチャレン
ジ！ セレッソ大阪お仕事体験』」
を開催。カメラマンやスタジアム
DJ、グリーンキーパーやVIP受付
など、子どもたちが活躍した。実際
の仕事体験を通し、クラブをより好
きになってもらうのが目的で、最初
は緊張気味だった子どもたちも、
最後はすっかり慣れた仕事ぶり。

セレッソ大阪

4月28日 大宮 vs札幌4月28日 大宮 vs札幌

5月6日 横浜FM vs 札幌5月6日 横浜FM vs 札幌

5月6日 岡山 vs 岐阜5月6日 岡山 vs 岐阜5月6日 松本 vs 湘南5月6日 松本 vs 湘南 4月28日 柏 vs 鳥栖4月28日 柏 vs 鳥栖

5月3日 清水 vs鹿島5月3日 清水 vs鹿島

5月6日Ｃ大阪 vs神戸5月6日 Ｃ大阪 vs神戸

5月6日 仙台 vs清水5月6日 仙台 vs清水

Ｊリーグ20周年応援企画「マイＪクラブ プログラム」発表会

労使協議会 発足のお知らせ

シンポジウム「サッカースタジアムの時代」開催

　公益財団法人 日本サッカー協会、公益社団法人 日本プロサッカーリー
グ（Ｊリーグ）、および労働組合日本プロサッカー選手会は5月10日、労使
協議会を発足することに合意した。労使協議会は、Ｊリーグに所属するプ
ロサッカー選手の労働条件および待遇などの課題について、労使が対等
な立場で円滑に協議し、情報・認識の共有化と相互理解を図り、日本サッ
カーの発展に貢献することを目的とする。

　歴史的なＪリーグの開幕戦が行われてから、ちょうど19年となる5月15
日、ＪＦＡハウスでＪリーグ20周年応援企画「マイＪクラブ プログラム」
発表会が開催された。Ｊリーグトップパートナーの日本マクドナルド株式
会社と日本コカ・コーラ株式会社によるコラボレーションで、ウェブサイト
を通じて応援するＪクラブを登録し、チームがＪリーグの試合で勝つと全
国のマクドナルドの店舗で利用できるデジタルクーポンが発行される。発
表会では、19年前の開幕戦に出場した北澤豪氏（元ヴェルディ川崎）、
水沼貴史氏（元横浜マリノス）によるトークセッションも行われ、Ｊリーグ
開幕当時から活躍する三浦知良選手（横浜ＦＣ）も登場した。

　Ｊリーグは5月15日に開催した理事会で、平成24年度「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動の後援について、また、同運動に併せて行われる「ダメ。ゼッタイ。」
国連支援募金運動への協賛を昨年に引き続き実施することを決定した。

早川  巌
藤田 信良

氏　名 実行委員在任期間

参与推薦の件
　Ｊリーグは5月15日に開催した理事会で、2011年1月に清水エスパルス
の実行委員退任後、同クラブの代表取締役会長に就任し、12年4月26日
付で特別顧問となった早川巌氏および、12年2月にセレッソ大阪の実行
委員退任後、同クラブの取締役に就任し、4月20日付で退任した藤田信良
氏の両氏を参与に選任した。

参　与

敬称略

理事退任・追加選任のお知らせ
　Ｊリーグ理事だった風間八宏氏が同職を退任。また、理事として、大塚
唯史（アビスパ福岡 代表取締役社長）、Ｊリーグの大河正明（管理統括
本部長）、中西大介（競技・事業統括本部長）の3名が追加選任された。
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大東  和美（おおひがし かずみ）
中野  幸夫（なかの ゆきお）
大河  正明（おおかわ まさあき）
中西  大介（なかにし だいすけ）
井畑  滋（いばた しげる）
上西  康文（うえにし やすふみ）
大塚  唯史（おおつか ただし）
金森  喜久男（かなもり きくお）
亀井  文雄（かめい ふみお）
武田  信平（たけだ しんぺい）
田中  道博（たなか みちひろ）
橋本  光夫（はしもと みつお）
原  博実（はら ひろみ）
福島  義広（ふくしま よしひろ）
傍士  銑太（ほうじ せんた）
松﨑  康弘（まつざき やすひろ）
宮  裕（みや ゆたか）
村井  満（むらい みつる）
ヨーコ  ゼッターランド
味村  隆司（あじむら たかし）
吉田  修己（よしだ おさみ）
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理事・監事 氏　　名 所　　属年齢

太枠・※印＝新任理事 敬称略　年齢は2012年5月24日時点

理事・監事 一覧

役職
氏名
年齢
退任理由
理事在任期間

理事
風間  八宏（かざま やひろ）
50歳（1961年10月16日生）
本人の都合により辞任の申し出があったため
3年9カ月（2008年7月18日～12年4月20日）

理事退任

平成24年度「ダメ。ゼッタイ。」普及運動を後援、
および「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金運動を協賛 

　Ｊリーグは5月17日、津田ホール（東京都渋
谷区）でシンポジウム「サッカースタジアムの
時代」を開催した。日本国内でスタジアムの建
設、設計などに携わる建設会社、設計会社、コ
ンサルタント、ディベロッパー、施設関連メーカ
ーや、自治体および関係団体、施設管理会社、
Ｊクラブ、ＪＦＬクラブの関係者を対象に実施
したもので、サッカースタジアムの理想像「スタ
ジアムの未来」を参加者と共有し、サッカース
タジアムを通じた新しいマーケットの創造につ
いて情報を展開することが目的。冒頭、Ｊリー

グの大東和美チェアマンが「われわれの考えているスタジアムの理想形を
伝えることで、未来への思いを共有したい」と開会のあいさつを行った。
　その後、一般財団法人 日本経済研究所専務理事でＪリーグ理事の
傍士銑太氏が講演。国内外のスタジアムの現状に触れ、これからのスタ
ジアムに求められる哲学や要件について解説した。続いて、公益財団法人 
日本サッカー協会理事で同施設委員長の佐々木一樹氏、Ｊリーグ理事／
管理統括本部長で同クラブライセンス・マネージャーの大河正明が 、事
前に受け付けた質問に答えた。

柏、Ｆ東京、名古屋がＡＣＬでラウンド16へ進出
　ＡＦＣチャンピオンズリーグ2012（ＡＣＬ）グループ
ステージが5月16日に終了し、柏レイソル、ＦＣ東京、
名古屋グランパスが、いずれもグループ2位でラウンド
16へ進出した。日本勢で一番乗りを果たしたのはグルー
プＦのＦ東京で、同2日にブリスベン・ロアー（オーストラ

リア）を4－2と破り、1試合を残して決定。グループGの名古屋、同Hの柏
は、最終戦でそれぞれセントラルコースト・マリナーズ（オーストラリア）、
全北現代モータース（韓国）に勝利して決めた。同Eのガンバ大阪は4位
に終わり、5年連続の16強入りがならなかった。優勝クラブはアジアサッ
カー連盟（ＡＦＣ）を代表してTOYOTA プレゼンツ ＦＩＦＡクラブワー
ルドカップ ジャパン 2012（12月6～16日）の出場権を獲得する。 講演を行う傍士理事

左から、水沼氏、日本マクドナルド株式会社の原田泳幸 代表取締役会長兼社長兼CEO、
大東和美Ｊリーグチェアマン、三浦選手、日本コカ・コーラ株式会社のダニエル・Ｈ・セイ
ヤー代表取締役社長、北澤氏

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ 管理統括本部長
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ 競技・事業統括本部長
株式会社 鹿島アントラーズ・エフ・シー  代表取締役社長
白百合女子大学  事務局長
アビスパ福岡株式会社  代表取締役社長
株式会社 ガンバ大阪  代表取締役社長
株式会社 愛媛ＦＣ  代表取締役社長
株式会社 川崎フロンターレ  代表取締役社長
公益財団法人 日本サッカー協会  常務理事兼事務局長
浦和レッドダイヤモンズ株式会社  代表取締役社長
公益財団法人 日本サッカー協会  理事／技術委員長（強化）
株式会社 名古屋グランパスエイト  代表取締役副社長
一般財団法人 日本経済研究所  専務理事
公益財団法人 日本サッカー協会  理事／審判委員長
有限責任 あずさ監査法人  パートナー・公認会計士
RGF Hong Kong Limited（リクルートアジア統括法人） 取締役社長
有限会社 オフィスブロンズ  取締役社長
株式会社 日本国際映画著作権協会  代表取締役
有限責任  監査法人トーマツ

2004年3月～11年1月（在任期間 6年10カ月）
2008年2月～12年2月（在任期間 4年）

トピックス（4月21日～5月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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国のマクドナルドの店舗で利用できるデジタルクーポンが発行される。発
表会では、19年前の開幕戦に出場した北澤豪氏（元ヴェルディ川崎）、
水沼貴史氏（元横浜マリノス）によるトークセッションも行われ、Ｊリーグ
開幕当時から活躍する三浦知良選手（横浜ＦＣ）も登場した。

　Ｊリーグは5月15日に開催した理事会で、平成24年度「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動の後援について、また、同運動に併せて行われる「ダメ。ゼッタイ。」
国連支援募金運動への協賛を昨年に引き続き実施することを決定した。

早川  巌
藤田 信良

氏　名 実行委員在任期間

参与推薦の件
　Ｊリーグは5月15日に開催した理事会で、2011年1月に清水エスパルス
の実行委員退任後、同クラブの代表取締役会長に就任し、12年4月26日
付で特別顧問となった早川巌氏および、12年2月にセレッソ大阪の実行
委員退任後、同クラブの取締役に就任し、4月20日付で退任した藤田信良
氏の両氏を参与に選任した。

参　与

敬称略

理事退任・追加選任のお知らせ
　Ｊリーグ理事だった風間八宏氏が同職を退任。また、理事として、大塚
唯史（アビスパ福岡 代表取締役社長）、Ｊリーグの大河正明（管理統括
本部長）、中西大介（競技・事業統括本部長）の3名が追加選任された。

チェアマン
専務理事
※理事
※理事
　理事
　理事
※理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　理事
　監事
　監事

大東  和美（おおひがし かずみ）
中野  幸夫（なかの ゆきお）
大河  正明（おおかわ まさあき）
中西  大介（なかにし だいすけ）
井畑  滋（いばた しげる）
上西  康文（うえにし やすふみ）
大塚  唯史（おおつか ただし）
金森  喜久男（かなもり きくお）
亀井  文雄（かめい ふみお）
武田  信平（たけだ しんぺい）
田中  道博（たなか みちひろ）
橋本  光夫（はしもと みつお）
原  博実（はら ひろみ）
福島  義広（ふくしま よしひろ）
傍士  銑太（ほうじ せんた）
松﨑  康弘（まつざき やすひろ）
宮  裕（みや ゆたか）
村井  満（むらい みつる）
ヨーコ  ゼッターランド
味村  隆司（あじむら たかし）
吉田  修己（よしだ おさみ）

63
56
53
46
60
56
51
63
58
62
54
63
53
61
56
58
57
52
43
53
61

理事・監事 氏　　名 所　　属年齢

太枠・※印＝新任理事 敬称略　年齢は2012年5月24日時点

理事・監事 一覧

役職
氏名
年齢
退任理由
理事在任期間

理事
風間  八宏（かざま やひろ）
50歳（1961年10月16日生）
本人の都合により辞任の申し出があったため
3年9カ月（2008年7月18日～12年4月20日）

理事退任

平成24年度「ダメ。ゼッタイ。」普及運動を後援、
および「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金運動を協賛 

　Ｊリーグは5月17日、津田ホール（東京都渋
谷区）でシンポジウム「サッカースタジアムの
時代」を開催した。日本国内でスタジアムの建
設、設計などに携わる建設会社、設計会社、コ
ンサルタント、ディベロッパー、施設関連メーカ
ーや、自治体および関係団体、施設管理会社、
Ｊクラブ、ＪＦＬクラブの関係者を対象に実施
したもので、サッカースタジアムの理想像「スタ
ジアムの未来」を参加者と共有し、サッカース
タジアムを通じた新しいマーケットの創造につ
いて情報を展開することが目的。冒頭、Ｊリー

グの大東和美チェアマンが「われわれの考えているスタジアムの理想形を
伝えることで、未来への思いを共有したい」と開会のあいさつを行った。
　その後、一般財団法人 日本経済研究所専務理事でＪリーグ理事の
傍士銑太氏が講演。国内外のスタジアムの現状に触れ、これからのスタ
ジアムに求められる哲学や要件について解説した。続いて、公益財団法人 
日本サッカー協会理事で同施設委員長の佐々木一樹氏、Ｊリーグ理事／
管理統括本部長で同クラブライセンス・マネージャーの大河正明が 、事
前に受け付けた質問に答えた。

柏、Ｆ東京、名古屋がＡＣＬでラウンド16へ進出
　ＡＦＣチャンピオンズリーグ2012（ＡＣＬ）グループ
ステージが5月16日に終了し、柏レイソル、ＦＣ東京、
名古屋グランパスが、いずれもグループ2位でラウンド
16へ進出した。日本勢で一番乗りを果たしたのはグルー
プＦのＦ東京で、同2日にブリスベン・ロアー（オーストラ

リア）を4－2と破り、1試合を残して決定。グループGの名古屋、同Hの柏
は、最終戦でそれぞれセントラルコースト・マリナーズ（オーストラリア）、
全北現代モータース（韓国）に勝利して決めた。同Eのガンバ大阪は4位
に終わり、5年連続の16強入りがならなかった。優勝クラブはアジアサッ
カー連盟（ＡＦＣ）を代表してTOYOTA プレゼンツ ＦＩＦＡクラブワー
ルドカップ ジャパン 2012（12月6～16日）の出場権を獲得する。 講演を行う傍士理事

左から、水沼氏、日本マクドナルド株式会社の原田泳幸 代表取締役会長兼社長兼CEO、
大東和美Ｊリーグチェアマン、三浦選手、日本コカ・コーラ株式会社のダニエル・Ｈ・セイ
ヤー代表取締役社長、北澤氏

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ 管理統括本部長
公益社団法人 日本プロサッカーリーグ 競技・事業統括本部長
株式会社 鹿島アントラーズ・エフ・シー  代表取締役社長
白百合女子大学  事務局長
アビスパ福岡株式会社  代表取締役社長
株式会社 ガンバ大阪  代表取締役社長
株式会社 愛媛ＦＣ  代表取締役社長
株式会社 川崎フロンターレ  代表取締役社長
公益財団法人 日本サッカー協会  常務理事兼事務局長
浦和レッドダイヤモンズ株式会社  代表取締役社長
公益財団法人 日本サッカー協会  理事／技術委員長（強化）
株式会社 名古屋グランパスエイト  代表取締役副社長
一般財団法人 日本経済研究所  専務理事
公益財団法人 日本サッカー協会  理事／審判委員長
有限責任 あずさ監査法人  パートナー・公認会計士
RGF Hong Kong Limited（リクルートアジア統括法人） 取締役社長
有限会社 オフィスブロンズ  取締役社長
株式会社 日本国際映画著作権協会  代表取締役
有限責任  監査法人トーマツ

2004年3月～11年1月（在任期間 6年10カ月）
2008年2月～12年2月（在任期間 4年）

トピックス（4月21日～5月17日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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　Ｊリーグは、Ｊクラブに所属する選手、監督などが、2011年1～12月にホームタウン活動に参加した状況を発表した。この調査は、
各クラブのホームタウン担当者が、アンケートに入力して提出する活動記録を集計したもので、ホームタウン活動への参加状況を
時間・場所など詳細に把握したもの。クラブ間で情報を共有し、今後の活動に結び付けるなどの目的がある。Ｊリーグは今後も、この
ような集計を通して選手、監督・コーチ、クラブ関係者のホームタウン活動を推進していく。（ここに紹介するのは調査結果の一部）

2011Ｊリーグ選手等ホームタウン活動調査

13.6%

11.1%

13.6%

0.9%
2.2%

8.9%

12.6%

20.8%

7.9%

8.5%

13.6%

6.5%
2.9%
5.1%

28.0%

6.6%1.1%
19.3%

11.1%

19.5%
ファンサービス

サイン会・トークショー（11.1%）

選手、社長との活動監督・コーチ単独の活動

支援団体／ボランティア関連活動

スポンサーイベント

地元イベント

サッカー教室／イベント

学校訪問

表敬訪問

講演

その他

・2008年から増加傾向。4番目に多い活動。
・約80％がファン・サポーターを対象にして
いる。

・クラブの主催が大半だが、スポンサーの主
催で行うものも約10％を占める。

・スタジアムで開催するケースが70％程度、
街頭／商業施設で行うケースが約20％。

・シーズン中の5～11月はコンスタントに行
われている。

ファンサービス（13.6%）
・2009年から活動数は増加傾向。2番目に
多い活動。

・大半がファン・サポーターを対象とした活
動。他の対象は小学生（のファン）や不特
定（街頭でのイベント）など。

・クラブの主催が大半を占めるが、スポンサー
主催も約10％を占める。

・スタジアムで開催されることが多く、約60％
を占める。街頭／商業施設や、一般貸しス
ペース、クラブ施設のケースもある。

・年間通して行っているが、11月の活動数が
最も多く、次いで、7月、10月、12月。

支援団体／ボランティア関連活動（0.9%）
・活動数は2010年から減少。
・半数がクラブ主催、半数が後援会自ら主
催している。

・一般貸しスペースで行うケースが最も多い。
・シーズン終了後の12月の活動数が最も
多く、次いでシーズン前の2月が多い。

スポンサーイベント（2.2%）
・活動数は2010年から増加。
・クラブが主催となっているケース以外に、ス
ポンサー自身が主催の場合が約20％ある。

・主に一般貸しスペースを利用して開催して
いるが、企業やスタジアム、街頭／商業施
設などでの開催もある。

・Ｊリーグのシーズン前や終了後の2月、12
月の活動数が多い。

地元イベント（8.9%）
・活動数は2010年から減少。
・地域住民を対象にしたものが半数以上
で、次に不特定の人を対象にしたイベント
が続く。
・行政主催のイベントが約3分の1を占め最
も多く、この他に自治会／商店街やスポン
サー、地域の実行委員会のものもある。

・街頭／商業施設で全体の約半数が行わ
れ、次いでスポーツ施設／公園で行われ
るケースも多い。
・7月、8月の活動が多い。

サッカー教室／イベント（12.6%）
・2010年から活動数は減少。3番目に多い
活動で2009年（1位）、10年（2位）と活動
数順位を下げている。

・小学生以下の児童を対象にしたものが約
70％を占め、その保護者や中学生以上を
対象としたものもある。

・約40％をクラブが主催しており、他にスポ
ンサー、行政、地元サッカー協会も主催し
ている。
・スポーツ施設／公園で実施するものが最も
多く、スタジアム、学校、クラブ施設と続く。

・12月の活動数が最も多く、次いで11月、8
月も多い。

学校訪問（20.8%）
・2008年から増加傾向にあり、10年に引
き続き最も多い活動となった。
・90％が小学生以下の児童を対象とした
活動で、幼稚園への訪問も含まれる。中
学生以上を対象としたものもある。

・クラブ主催が大半を占めるが、行政、学校
主催の場合もある。

・年間を通して行っているが、特にシーズン
前や終了後の1月、12月の活動が多い。

介護福祉活動（7.9%）
・活動数は2010年から増加し、1.5倍となった。
・約半数が養護学校や病院などの小学生以下を
対象にした活動。次いで、高齢者や障がい者が
多い。11年は震災があり、地域住民、避難して
いる人を対象にした活動も多かった。
・クラブが主催する活動が多いが、行政が主催
するものもある。
・福祉施設や病院で行われる活動が約半数で、施
設の小学生や被災地の避難者の試合招待でス
タジアムや、介護予防事業や被災者へのサッカー
教室などスポーツ施設／公園での開催もある。

・12月の活動が最も多い。慰問活動が多く実施
されている。

表敬訪問（8.5%）
・活動数は2010年から減少。
・スポンサーを対象とした活動が
約70％、行政を対象とした活
動が約30％を占める。

・シーズン終了の12月が最も多
く、次いでシーズン前の1月が
多い。

2000 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

2011年 1,171 445 計：1,616回

2010年 1,099 439 計：1,538回

選手、監督・コーチとの活動社長単独の活動

・監督・コーチの活動数は2010年と比べて減少。
・監督・コーチが単独で行動するケースは、全体の約20％。10年の約10％に比べ、増加し
ている。
・活動ジャンルで最も多いのは「表敬訪問」、次いで「ファンサービス」、「学校訪問」の順にな
っている。
・「その他」には「介護福祉活動」、「チャリティーイベント」や、必勝祈願、クラブへの贈呈式
などが含まれる。

・社長の活動数は2010年と比べて増加。
・社長単独での活動が全体の70％で、この比率は10年とほぼ同等。
・最も多い「地元イベント」には、地域の会議への出席の他、新年会や交歓会などへの参加も含まれ
る。「地元イベント」を主催する「行政」や「自治会・商店街」との連携強化活動が多いことが分かる。
・「その他」には、監督・コーチと同じく 「介護福祉活動」、「チャリティーイベント」や、「集客活
動」、クラブのための活動（「必勝祈願」、「クラブ激励イベント、盛り上げプロジェクト」、「商店
街巡回営業活動」など）が含まれる。

・選手の活動時間のピークは2010年と同じく、15-18時間。
・10年に比べて、15-18時間に集中し、24時間以上活動した選手が減少。平均1.6時間減少となった。
・最も多い選手の活動時間は73.5時間。

・最も多い活動は「学校訪問」で、全体の中の約2割を占める。
・以下、「ファンサービス」、「サッカー教室／イベント」、「サイン会・トークショ
ー」、「地元イベント」と続く。
・「その他」の活動には、「集客活動」、「チャリティーイベント」、「スポーツ教室
／イベント」、「環境活動」の他、「食育」や「必勝祈願」、「商店会／サポー
ティングショップあいさつ回り」、「クラブへの応援品、義援金贈呈式」なども
含まれる。

・「学校訪問」は2010年からさらに増加しており、引き続き最も多い活動となった。10年に2位の「サッカー教室
／イベント」の活動数は減ったが、3位の「ファンサービス」は増えたため、順位が入れ替わった。

・活動の多い上位5ジャンルのラインアップは変わらない。
・10年比で大きく増加した活動は「介護福祉活動」、「チャリティーイベント」。

1000 200 300 400 500 700600

2011年 98 459 計：557回

2010年 74 592 計：666回

◆2011年活動回数分布（2010年比較）

◆2011年活動時間分布（2010年比較）
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（時間）※活動時間目盛は0-3＝0以上3未満、3-6＝3以上6未満、以下同様
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平均 18.4時間
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学校訪問 332
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サイン会・
トークショー 305
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279

地元
イベント 282

337

258

表敬訪問

集客活動

137
324

103

介護福祉
活動 114

166

135

スポーツ教室
／イベント 50

44

38

支援団体／
ボランティア
関連活動

43
52

39

スポンサー
イベント 41

46

58

31
117

36

講演会 26
13

28

環境活動 24
33

29

チャリティー
イベント 24

55

33

その他 202
183

116

2011年
2010年
2009年
2008年

活動ジャンル別サマリー

ファンサービスサイン会・トークショー
支援団体／ボランティア関連活動 スポンサーイベント
地元イベント サッカー教室／イベント
学校訪問 介護福祉活動
表敬訪問 その他

◆2011年 監督・コーチの活動 ◆2011年 社長の活動

◆2011年内訳 ◆2011年／2010年／2009年／2008年比較

・選手一人の活動回数は、9-10回を中心に7-12回がピークとなっている。中心は、2010年の7-8回から増加。
・10年と比較して、25回以上の活動をした選手数が減少しており、平均は0.7回減少となった。
・最も多い選手の活動回数は53回。
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監督・コーチ／社長の活動

活動ジャンル

選手の活動
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　Ｊリーグは、Ｊクラブに所属する選手、監督などが、2011年1～12月にホームタウン活動に参加した状況を発表した。この調査は、
各クラブのホームタウン担当者が、アンケートに入力して提出する活動記録を集計したもので、ホームタウン活動への参加状況を
時間・場所など詳細に把握したもの。クラブ間で情報を共有し、今後の活動に結び付けるなどの目的がある。Ｊリーグは今後も、この
ような集計を通して選手、監督・コーチ、クラブ関係者のホームタウン活動を推進していく。（ここに紹介するのは調査結果の一部）

2011Ｊリーグ選手等ホームタウン活動調査
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13.6%
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6.6%1.1%
19.3%

11.1%

19.5%
ファンサービス

サイン会・トークショー（11.1%）

選手、社長との活動監督・コーチ単独の活動

支援団体／ボランティア関連活動

スポンサーイベント

地元イベント

サッカー教室／イベント

学校訪問

表敬訪問

講演

その他

・2008年から増加傾向。4番目に多い活動。
・約80％がファン・サポーターを対象にして
いる。

・クラブの主催が大半だが、スポンサーの主
催で行うものも約10％を占める。

・スタジアムで開催するケースが70％程度、
街頭／商業施設で行うケースが約20％。

・シーズン中の5～11月はコンスタントに行
われている。

ファンサービス（13.6%）
・2009年から活動数は増加傾向。2番目に
多い活動。

・大半がファン・サポーターを対象とした活
動。他の対象は小学生（のファン）や不特
定（街頭でのイベント）など。

・クラブの主催が大半を占めるが、スポンサー
主催も約10％を占める。

・スタジアムで開催されることが多く、約60％
を占める。街頭／商業施設や、一般貸しス
ペース、クラブ施設のケースもある。

・年間通して行っているが、11月の活動数が
最も多く、次いで、7月、10月、12月。

支援団体／ボランティア関連活動（0.9%）
・活動数は2010年から減少。
・半数がクラブ主催、半数が後援会自ら主
催している。

・一般貸しスペースで行うケースが最も多い。
・シーズン終了後の12月の活動数が最も
多く、次いでシーズン前の2月が多い。

スポンサーイベント（2.2%）
・活動数は2010年から増加。
・クラブが主催となっているケース以外に、ス
ポンサー自身が主催の場合が約20％ある。

・主に一般貸しスペースを利用して開催して
いるが、企業やスタジアム、街頭／商業施
設などでの開催もある。

・Ｊリーグのシーズン前や終了後の2月、12
月の活動数が多い。

地元イベント（8.9%）
・活動数は2010年から減少。
・地域住民を対象にしたものが半数以上
で、次に不特定の人を対象にしたイベント
が続く。
・行政主催のイベントが約3分の1を占め最
も多く、この他に自治会／商店街やスポン
サー、地域の実行委員会のものもある。

・街頭／商業施設で全体の約半数が行わ
れ、次いでスポーツ施設／公園で行われ
るケースも多い。
・7月、8月の活動が多い。

サッカー教室／イベント（12.6%）
・2010年から活動数は減少。3番目に多い
活動で2009年（1位）、10年（2位）と活動
数順位を下げている。

・小学生以下の児童を対象にしたものが約
70％を占め、その保護者や中学生以上を
対象としたものもある。

・約40％をクラブが主催しており、他にスポ
ンサー、行政、地元サッカー協会も主催し
ている。
・スポーツ施設／公園で実施するものが最も
多く、スタジアム、学校、クラブ施設と続く。

・12月の活動数が最も多く、次いで11月、8
月も多い。

学校訪問（20.8%）
・2008年から増加傾向にあり、10年に引
き続き最も多い活動となった。
・90％が小学生以下の児童を対象とした
活動で、幼稚園への訪問も含まれる。中
学生以上を対象としたものもある。

・クラブ主催が大半を占めるが、行政、学校
主催の場合もある。

・年間を通して行っているが、特にシーズン
前や終了後の1月、12月の活動が多い。

介護福祉活動（7.9%）
・活動数は2010年から増加し、1.5倍となった。
・約半数が養護学校や病院などの小学生以下を
対象にした活動。次いで、高齢者や障がい者が
多い。11年は震災があり、地域住民、避難して
いる人を対象にした活動も多かった。
・クラブが主催する活動が多いが、行政が主催
するものもある。
・福祉施設や病院で行われる活動が約半数で、施
設の小学生や被災地の避難者の試合招待でス
タジアムや、介護予防事業や被災者へのサッカー
教室などスポーツ施設／公園での開催もある。

・12月の活動が最も多い。慰問活動が多く実施
されている。

表敬訪問（8.5%）
・活動数は2010年から減少。
・スポンサーを対象とした活動が
約70％、行政を対象とした活
動が約30％を占める。

・シーズン終了の12月が最も多
く、次いでシーズン前の1月が
多い。

2000 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

2011年 1,171 445 計：1,616回

2010年 1,099 439 計：1,538回

選手、監督・コーチとの活動社長単独の活動

・監督・コーチの活動数は2010年と比べて減少。
・監督・コーチが単独で行動するケースは、全体の約20％。10年の約10％に比べ、増加し
ている。
・活動ジャンルで最も多いのは「表敬訪問」、次いで「ファンサービス」、「学校訪問」の順にな
っている。
・「その他」には「介護福祉活動」、「チャリティーイベント」や、必勝祈願、クラブへの贈呈式
などが含まれる。

・社長の活動数は2010年と比べて増加。
・社長単独での活動が全体の70％で、この比率は10年とほぼ同等。
・最も多い「地元イベント」には、地域の会議への出席の他、新年会や交歓会などへの参加も含まれ
る。「地元イベント」を主催する「行政」や「自治会・商店街」との連携強化活動が多いことが分かる。
・「その他」には、監督・コーチと同じく 「介護福祉活動」、「チャリティーイベント」や、「集客活
動」、クラブのための活動（「必勝祈願」、「クラブ激励イベント、盛り上げプロジェクト」、「商店
街巡回営業活動」など）が含まれる。

・選手の活動時間のピークは2010年と同じく、15-18時間。
・10年に比べて、15-18時間に集中し、24時間以上活動した選手が減少。平均1.6時間減少となった。
・最も多い選手の活動時間は73.5時間。

・最も多い活動は「学校訪問」で、全体の中の約2割を占める。
・以下、「ファンサービス」、「サッカー教室／イベント」、「サイン会・トークショ
ー」、「地元イベント」と続く。
・「その他」の活動には、「集客活動」、「チャリティーイベント」、「スポーツ教室
／イベント」、「環境活動」の他、「食育」や「必勝祈願」、「商店会／サポー
ティングショップあいさつ回り」、「クラブへの応援品、義援金贈呈式」なども
含まれる。

・「学校訪問」は2010年からさらに増加しており、引き続き最も多い活動となった。10年に2位の「サッカー教室
／イベント」の活動数は減ったが、3位の「ファンサービス」は増えたため、順位が入れ替わった。
・活動の多い上位5ジャンルのラインアップは変わらない。
・10年比で大きく増加した活動は「介護福祉活動」、「チャリティーイベント」。

1000 200 300 400 500 700600

2011年 98 459 計：557回

2010年 74 592 計：666回

◆2011年活動回数分布（2010年比較）

◆2011年活動時間分布（2010年比較）
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環境活動 24
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イベント 24
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33

その他 202
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2011年
2010年
2009年
2008年

活動ジャンル別サマリー

ファンサービスサイン会・トークショー
支援団体／ボランティア関連活動 スポンサーイベント
地元イベント サッカー教室／イベント
学校訪問 介護福祉活動
表敬訪問 その他

◆2011年 監督・コーチの活動 ◆2011年 社長の活動

◆2011年内訳 ◆2011年／2010年／2009年／2008年比較

・選手一人の活動回数は、9-10回を中心に7-12回がピークとなっている。中心は、2010年の7-8回から増加。
・10年と比較して、25回以上の活動をした選手数が減少しており、平均は0.7回減少となった。
・最も多い選手の活動回数は53回。
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大分市で活動が続く交流給食。大分の後藤優介選手と一緒に給食を楽しむ児童

交流給食への選手参加が定着
　「いただきます！」
　子どもたちの元気な声が教室に響く。机を
向かい合わせて給食を楽しむ中に、青いユニ
フォームを着た大分トリニータの選手の姿が
あった。2007年5月に始まった大分市内の小
学校での交流給食のひとこまだ。昨年度まで
に延べ44校（中学校2校含む）で実施してい
る取り組みだが、もともとはクラブの活動として
始まったわけではなかった。
　きっかけは、トリニータのホームスタジアムに
近い大分市立滝尾小学校が地産地消として
考案した給食メニュー「トリニータ丼」。料理
に使う県産の鶏肉とニラなどの生産者を招い
た児童との交流を市の広報テレビ番組で取
材することになった際、トリニータに名称使用
などで問い合わせたことで、クラブが「せっかく
なので選手も参加を」と学校を訪れることに。
「まさにひょうたんから駒。まさか選手が来るこ
とになるとは思わなかっ
た」と、大分市教育委員
会スポーツ・健康教育課
保健給食係の内梨友子
専門員は振り返る。
　第１回の交流給食に
は当時、主将だった三木
隆司（現・徳島ヴォルティ
ス）が訪問。一緒に給食を楽しみ、数日後には
チームが全校児童を試合に招待した。「交流
は1回だけと思っていた。ここまで続くとは考え
もしなかった」（内梨専門員）という活動は年々
盛んに。シーズン中、練習の合間を縫って選手
が参加し、人気行事としてすっかり定着した。
　交流は給食時間を一緒に過ごすだけでな

く、運動や質問コーナーも。内梨専門員は「ス
ポーツにも親しみを持ってもらえるだけでなく、
運動と栄養の関係を一緒に考えてもらえる機
会」。給食が結んだ縁に、「大分銀行ドームも
練習場も市内にあるので、訪れた選手を学校
を挙げて応援に行くようになってほしいという
思いもある。夢をもらった子どもたちが、選手
に力を与えられれば」。

子どもたちにとって刺激、夢に
　給食を通じた学校訪問だけでなく、県内全
域をホームタウンとするトリニータは各地の学
校への訪問活動、地域イベントへの参加も積
極的に始めている。トリニータ以外にもバス
ケットボールのｂｊリーグやフットサルのＦリー
グ、バレーボールのプレミアリーグと、プロや
トップリーグのチームが活躍する大分県。県が
中心となって進めているのが、各チームの選
手を県内の小学校に派遣する事業だ。
　事業を担当する県文化・スポーツ振興課は
「トリニータが1番人気」と明かす。山間部の児
童数の少ない小学校にも出向き、スポーツで
交流する。「スポーツの魅力を感じてもらうきっ
かけにもなる」と同課ス
ポーツ振興班の飛弾芳一
主幹。交流給食と同じよ
うに、訪問先の学校の子
どもたちを試合に招待す
る。中学校やスポーツ少
年団の練習に参加するこ
とも。最近は各地の祭り
やイベントにも選手が足を運び、トークショーや
ゲームで交流することも多い。ジャンケン大会
やリフティングの実演などで、イベントを盛り上

げる。昨年は県内全18市町村を訪れた。
　トリニータが都市部だけでなく県内各地を訪
れることは、地域の話題づくりやイベントの集
客にもつながっているという。飛弾主幹は「よ
り地域に密着した活動が着実に増えている。
プロクラブが身近に存在し、気軽に触れ合え
る機会が多いのは県にとって財産」と語る。
　サッカー文化の定着も地域活動の一つ。選
手名を冠した選手主催の低学年向けサッカー
大会を開催したり、選手が県内各地に出向い
てサッカー教室で指導することもしばしば。選手
主催の大会は少年サッカーチームに限らず、県
内各地の子どもが参加できるようにしている。
　「プロ選手と触れ合えるのはもちろん、県内
各地の人と交流できる。
子どもたちにとって刺激
にもなるし、夢を持つこと
ができる」と話すのは、県
の北端に位置する中津
市のサッカークラブ「鶴居
ＳＳＳ」の安枝良二代表。
チームは大会やイベント
には必ずと言っていいほど足を運んでいる。
「地方にプロサッカーチームがあって、すぐに
会える環境は魅力ですね」。
　02年に九州で唯一、ＦＩＦＡワールドカップ
開催地となった大分県で、トリニータがサッ
カー文化、スポーツ文化を盛り上げる上で一
役を担っているのは間違いない。安枝代表が
「トリニータを中心に大分が一つにまとまるの
ではないか」と話せば、飛弾主幹は「県民もトリ
ニータに強くなってほしいと思っているはず。大
分県を盛り上げるために、さらに活躍してほし
い」と期待を込めた。

（大分合同新聞社　大塩 信）

プロクラブの存在は県にとっての財産。
地域の盛り上げにチームの活躍を願う

東京ヴェルディ

新しい戦士キャラクターがごみ減量に
一役。アイデアと熱い心で広がる輪

今シーズンの開幕戦で登場した「ごみゼロマンヴェルディ」。早速、子どもたちの人気を集めた

ごみゼロマン戦士をあしらったラッピングカー。日野市の幼稚
園や保育園を巡回する予定

「ごみゼロマンヴェルディ」の完成
　東京ヴェルディは従来から地域貢献活動に
力を注いできたが、2010年に新体制になって
からは、より「地域密着」の姿勢を強くしてい
る。イベントへの選手やコーチの派遣、地域の
商店街で開催される祭りへの積極的な参加、
さらには環境活動も盛んに行っている。その
数は年間250にも及ぶ。
　そんな中で、東京ヴェルディとの協働をス
タートさせたのが、クラブへ出資している自治体
の一つ、日野市の環境共生部ごみゼロ推進課
だった。廃品を再利用してつくったオリジナル
キャラクターの「ごみゼロマンヴェルディ」が
ことし2月に完成。ヴェルディのクラブカラー、
グリーンも鮮やかな戦士がここに誕生した。
　ごみ減量運動を展開している同推進課では
昨年、啓発戦士「ごみゼロマンレッド」という
キャラクターをつくってイベントなどで活動する
とともに、日野市内の幼稚園や保育園で子ど
もたちへの「出前授業」を始めた。その活動が
好評だったことから、馬場弘融市長の「3体か
ら5体ぐらいつくって戦隊にしては」との後押し
もあって、昨年暮れに二
つ目のキャラクター制作
に取り掛かった。同推進
課の小笠俊樹課長は
「レッドの次は何にしよう
かと考えた。なくしていか
なければならないのは生
ごみで、それを減らせばご

みは半分に減る。その戦士のイメージは『みど
り』にしよう。じゃあ、ヴェルディに声を掛けよう
と。そうしたら、話に乗ってくれました」とその経
緯を語る。小笠さんと東京ヴェルディとの直接
の接点はなかったが、出資自治体でもある日野
市とはスポーツ教室の開催などで深いつながり
があることから、とんとん拍子で話はまとまった。
　東京ヴェルディの今シーズンの開幕戦、3月
4日の味の素スタジアムでの松本山雅ＦＣ戦
が、ごみゼロマンヴェルディのお披露目だった。
クラブのツイッターで情報が流れたこともあっ
て、上々のデビューとなった。「初めてなのに
『ごみゼロマーン！』と声を掛けられた。子どもた
ちと握手したり、写真を撮ったりと、予想を上回
る反響でした」と小笠さん。試合後のスタジア
ム清掃活動にも一役買い、しっかりとごみ減量
をアピールした。

扮するのは課の皆さん
　ごみゼロマンヴェルディは早速、レッドと共に
出前授業にも参加した。「ごみゼロマンヴェル
ディの方が喜ばれましたね。サッカーをやってい
る子も多いから」と言うの
は、出前授業やイベントで
司会進行役を務めている
日野市ごみゼロ推進課
の高見博治さん。実は、
レッドとヴェルディを演じ
るのも同課職員の皆さ
ん。小笠課長も戦士に扮

して汗を流す。「こういうのは嫌いじゃないの
で」と笑う小笠さんに、「課長自らやってくれる
ので、ありがたいですね」と高見さん。休日を返
上してのボランティア活動だが、「味の素スタ
ジアムの次は、国立競技場のピッチにも立ち
たい」とやる気満々だ。
　このごみゼロマン戦士を車体に描いたラッ
ピングカーがこのほど出来上がり、幼稚園や保
育園を巡回することになった。日野市に加わっ
たこの新しいご当地キャラは、「ＥＣＯプロジェ
クト」と銘打って多摩川やスタジアム周辺の清
掃をはじめとする環境活動に地道に取り組ん
できた東京ヴェルディとホームタウンをつなぐ
大切な存在になりつつある。今後は、同じく出
資自治体である稲城市、多摩市、立川市と連
携していくことも十分に考えられる。「これを機
会にヴェルディをどんどん応援して、ごみ減量
の啓発活動にもつなげたい」と、小笠課長は
意気込みを語ってくれた。アイデアと熱い心
が、その活動の輪を広げようとしている。

（共同通信社　北條 義幸）

昨年9月に大分市内で行われたイベントで、子どもたちと触れ合う森島康仁選手小笠俊樹氏 高見博治氏

リポート Ｊクラブと歩む「地域」「ひと」
　「豊かで充実したスポーツ環境を実現し、地域に根差したスポーツクラブを中心に、日本にスポーツ文化を
育む」ことを目指す「Ｊリーグ百年構想」のもと、Ｊクラブはそれぞれのホームタウンを中心に、さまざまな取り
組みを行っている。そして、Ｊクラブの存在、活動は、地域とそこに暮らす人々に影響、刺激を与え、新たな
ムーブメントを生んでいる。Ｊクラブと手を携えながら、ともに歩む人々や、その活動を紹介するこのシリーズ。
今号では東京ヴェルディ、大分トリニータと連携した地域の取り組みにスポットを当てた。

Ｊリーグ百年構想

安枝良二氏

飛弾芳一氏

内梨友子氏
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大分市で活動が続く交流給食。大分の後藤優介選手と一緒に給食を楽しむ児童

交流給食への選手参加が定着
　「いただきます！」
　子どもたちの元気な声が教室に響く。机を
向かい合わせて給食を楽しむ中に、青いユニ
フォームを着た大分トリニータの選手の姿が
あった。2007年5月に始まった大分市内の小
学校での交流給食のひとこまだ。昨年度まで
に延べ44校（中学校2校含む）で実施してい
る取り組みだが、もともとはクラブの活動として
始まったわけではなかった。
　きっかけは、トリニータのホームスタジアムに
近い大分市立滝尾小学校が地産地消として
考案した給食メニュー「トリニータ丼」。料理
に使う県産の鶏肉とニラなどの生産者を招い
た児童との交流を市の広報テレビ番組で取
材することになった際、トリニータに名称使用
などで問い合わせたことで、クラブが「せっかく
なので選手も参加を」と学校を訪れることに。
「まさにひょうたんから駒。まさか選手が来るこ
とになるとは思わなかっ
た」と、大分市教育委員
会スポーツ・健康教育課
保健給食係の内梨友子
専門員は振り返る。
　第１回の交流給食に
は当時、主将だった三木
隆司（現・徳島ヴォルティ
ス）が訪問。一緒に給食を楽しみ、数日後には
チームが全校児童を試合に招待した。「交流
は1回だけと思っていた。ここまで続くとは考え
もしなかった」（内梨専門員）という活動は年々
盛んに。シーズン中、練習の合間を縫って選手
が参加し、人気行事としてすっかり定着した。
　交流は給食時間を一緒に過ごすだけでな

く、運動や質問コーナーも。内梨専門員は「ス
ポーツにも親しみを持ってもらえるだけでなく、
運動と栄養の関係を一緒に考えてもらえる機
会」。給食が結んだ縁に、「大分銀行ドームも
練習場も市内にあるので、訪れた選手を学校
を挙げて応援に行くようになってほしいという
思いもある。夢をもらった子どもたちが、選手
に力を与えられれば」。

子どもたちにとって刺激、夢に
　給食を通じた学校訪問だけでなく、県内全
域をホームタウンとするトリニータは各地の学
校への訪問活動、地域イベントへの参加も積
極的に始めている。トリニータ以外にもバス
ケットボールのｂｊリーグやフットサルのＦリー
グ、バレーボールのプレミアリーグと、プロや
トップリーグのチームが活躍する大分県。県が
中心となって進めているのが、各チームの選
手を県内の小学校に派遣する事業だ。
　事業を担当する県文化・スポーツ振興課は
「トリニータが1番人気」と明かす。山間部の児
童数の少ない小学校にも出向き、スポーツで
交流する。「スポーツの魅力を感じてもらうきっ
かけにもなる」と同課ス
ポーツ振興班の飛弾芳一
主幹。交流給食と同じよ
うに、訪問先の学校の子
どもたちを試合に招待す
る。中学校やスポーツ少
年団の練習に参加するこ
とも。最近は各地の祭り
やイベントにも選手が足を運び、トークショーや
ゲームで交流することも多い。ジャンケン大会
やリフティングの実演などで、イベントを盛り上

げる。昨年は県内全18市町村を訪れた。
　トリニータが都市部だけでなく県内各地を訪
れることは、地域の話題づくりやイベントの集
客にもつながっているという。飛弾主幹は「よ
り地域に密着した活動が着実に増えている。
プロクラブが身近に存在し、気軽に触れ合え
る機会が多いのは県にとって財産」と語る。
　サッカー文化の定着も地域活動の一つ。選
手名を冠した選手主催の低学年向けサッカー
大会を開催したり、選手が県内各地に出向い
てサッカー教室で指導することもしばしば。選手
主催の大会は少年サッカーチームに限らず、県
内各地の子どもが参加できるようにしている。
　「プロ選手と触れ合えるのはもちろん、県内
各地の人と交流できる。
子どもたちにとって刺激
にもなるし、夢を持つこと
ができる」と話すのは、県
の北端に位置する中津
市のサッカークラブ「鶴居
ＳＳＳ」の安枝良二代表。
チームは大会やイベント
には必ずと言っていいほど足を運んでいる。
「地方にプロサッカーチームがあって、すぐに
会える環境は魅力ですね」。
　02年に九州で唯一、ＦＩＦＡワールドカップ
開催地となった大分県で、トリニータがサッ
カー文化、スポーツ文化を盛り上げる上で一
役を担っているのは間違いない。安枝代表が
「トリニータを中心に大分が一つにまとまるの
ではないか」と話せば、飛弾主幹は「県民もトリ
ニータに強くなってほしいと思っているはず。大
分県を盛り上げるために、さらに活躍してほし
い」と期待を込めた。

（大分合同新聞社　大塩 信）

プロクラブの存在は県にとっての財産。
地域の盛り上げにチームの活躍を願う

東京ヴェルディ

新しい戦士キャラクターがごみ減量に
一役。アイデアと熱い心で広がる輪

今シーズンの開幕戦で登場した「ごみゼロマンヴェルディ」。早速、子どもたちの人気を集めた

ごみゼロマン戦士をあしらったラッピングカー。日野市の幼稚
園や保育園を巡回する予定

「ごみゼロマンヴェルディ」の完成
　東京ヴェルディは従来から地域貢献活動に
力を注いできたが、2010年に新体制になって
からは、より「地域密着」の姿勢を強くしてい
る。イベントへの選手やコーチの派遣、地域の
商店街で開催される祭りへの積極的な参加、
さらには環境活動も盛んに行っている。その
数は年間250にも及ぶ。
　そんな中で、東京ヴェルディとの協働をス
タートさせたのが、クラブへ出資している自治体
の一つ、日野市の環境共生部ごみゼロ推進課
だった。廃品を再利用してつくったオリジナル
キャラクターの「ごみゼロマンヴェルディ」が
ことし2月に完成。ヴェルディのクラブカラー、
グリーンも鮮やかな戦士がここに誕生した。
　ごみ減量運動を展開している同推進課では
昨年、啓発戦士「ごみゼロマンレッド」という
キャラクターをつくってイベントなどで活動する
とともに、日野市内の幼稚園や保育園で子ど
もたちへの「出前授業」を始めた。その活動が
好評だったことから、馬場弘融市長の「3体か
ら5体ぐらいつくって戦隊にしては」との後押し
もあって、昨年暮れに二
つ目のキャラクター制作
に取り掛かった。同推進
課の小笠俊樹課長は
「レッドの次は何にしよう
かと考えた。なくしていか
なければならないのは生
ごみで、それを減らせばご

みは半分に減る。その戦士のイメージは『みど
り』にしよう。じゃあ、ヴェルディに声を掛けよう
と。そうしたら、話に乗ってくれました」とその経
緯を語る。小笠さんと東京ヴェルディとの直接
の接点はなかったが、出資自治体でもある日野
市とはスポーツ教室の開催などで深いつながり
があることから、とんとん拍子で話はまとまった。
　東京ヴェルディの今シーズンの開幕戦、3月
4日の味の素スタジアムでの松本山雅ＦＣ戦
が、ごみゼロマンヴェルディのお披露目だった。
クラブのツイッターで情報が流れたこともあっ
て、上々のデビューとなった。「初めてなのに
『ごみゼロマーン！』と声を掛けられた。子どもた
ちと握手したり、写真を撮ったりと、予想を上回
る反響でした」と小笠さん。試合後のスタジア
ム清掃活動にも一役買い、しっかりとごみ減量
をアピールした。

扮するのは課の皆さん
　ごみゼロマンヴェルディは早速、レッドと共に
出前授業にも参加した。「ごみゼロマンヴェル
ディの方が喜ばれましたね。サッカーをやってい
る子も多いから」と言うの
は、出前授業やイベントで
司会進行役を務めている
日野市ごみゼロ推進課
の高見博治さん。実は、
レッドとヴェルディを演じ
るのも同課職員の皆さ
ん。小笠課長も戦士に扮

して汗を流す。「こういうのは嫌いじゃないの
で」と笑う小笠さんに、「課長自らやってくれる
ので、ありがたいですね」と高見さん。休日を返
上してのボランティア活動だが、「味の素スタ
ジアムの次は、国立競技場のピッチにも立ち
たい」とやる気満々だ。
　このごみゼロマン戦士を車体に描いたラッ
ピングカーがこのほど出来上がり、幼稚園や保
育園を巡回することになった。日野市に加わっ
たこの新しいご当地キャラは、「ＥＣＯプロジェ
クト」と銘打って多摩川やスタジアム周辺の清
掃をはじめとする環境活動に地道に取り組ん
できた東京ヴェルディとホームタウンをつなぐ
大切な存在になりつつある。今後は、同じく出
資自治体である稲城市、多摩市、立川市と連
携していくことも十分に考えられる。「これを機
会にヴェルディをどんどん応援して、ごみ減量
の啓発活動にもつなげたい」と、小笠課長は
意気込みを語ってくれた。アイデアと熱い心
が、その活動の輪を広げようとしている。

（共同通信社　北條 義幸）

昨年9月に大分市内で行われたイベントで、子どもたちと触れ合う森島康仁選手小笠俊樹氏 高見博治氏

リポート Ｊクラブと歩む「地域」「ひと」
　「豊かで充実したスポーツ環境を実現し、地域に根差したスポーツクラブを中心に、日本にスポーツ文化を
育む」ことを目指す「Ｊリーグ百年構想」のもと、Ｊクラブはそれぞれのホームタウンを中心に、さまざまな取り
組みを行っている。そして、Ｊクラブの存在、活動は、地域とそこに暮らす人々に影響、刺激を与え、新たな
ムーブメントを生んでいる。Ｊクラブと手を携えながら、ともに歩む人々や、その活動を紹介するこのシリーズ。
今号では東京ヴェルディ、大分トリニータと連携した地域の取り組みにスポットを当てた。

Ｊリーグ百年構想

安枝良二氏

飛弾芳一氏

内梨友子氏
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20年で少しずつ積み重ねることによってＪリーグは進化を遂げてきた（写真は1993年5月15日のＪリーグ開幕戦、Ｖ
川崎 vs 横浜Ｍ。中央の11番が三浦「カズ」）

　1993年、プロサッカーのＪリーグが開幕。
それと同時に記者はサッカー担当を拝命す
ることになった。しかも担当チームは人気絶
頂のヴェルディ川崎。キング・カズことFW
三浦知良やMFラモス瑠偉、DF柱谷哲二、
FW武田修宏、MF北澤豪ら、日本代表でも
中心として活躍する大スター選手が集うタレ
ント集団だった。
　試合を行えば超満員御礼。クラブハウスに
は毎日メディア50人以上が集結し、サポー
ターも連日千人を超える。常に黄色い歓声が
飛び交うなど、非常に華やかな雰囲気に包ま
れていた。記者は右も左も分からない状況で
取材に没頭する中「プロサッカーとは」を教
えてくれたのはカズだった。15歳で単身ブラ
ジルに渡り、18歳で名門サントスＦＣとプロ
契約。その後、日本に逆輸入された。常にプ
ロであることを意識しており、取材する記者
もカズを通じ「プロの世界」を知った。
　ある時、監督が「カズは少しけがをしてい
るので、悪化させないためにも練習や紅白
戦を回避させて、試合に備えてもらいたい」
と発言。するとカズは指揮官の申し出を拒否
し「自分が紅白戦に出ないで、代わりに出た
選手が大活躍すれば自分の出番がなくな
る。その後も試合にも出られなくなるかもしれ
ない。そうなれば、日本代表にも選ばれなく
なるんだ。少し痛いくらいでは休めない」と声
高に訴えた。
　そんなカズのストイックなまでの考え方は
新鮮だった。さらに言葉だけでなく、実現す
るために何をするのか。全ての面でプロの
姿勢を追求していた。例えば当時カズは試
合前日に宿泊するホテルに入ると、まずカー
テンから光がこぼれないように周囲をガム
テープで止めることから始める。早朝にカー
テンの隙間から光が差し込み、熟睡できな
かったり、早く目が覚めることを嫌うための処
置だ。
　当時のカズは日本代表でも不動のエース
ストライカー。人気も実力も突出していた。

周囲の雰囲気もあって、華やかな部分ばか
りにスポットライトが当たることが多かったが、
サッカーへの取り組みはまさにプロフェッショ
ナル。ピッチ外でもスーツ姿に高級外車でク
ラブハウスに訪れ、多くの視線を集めた。こ
れも「いつも見られる立場にある。子どもたち
の憧れでありたい」と話すなど、高い意識を
見せていた。
　そんなカズの姿勢に多くの選手が大きな
刺激を受けた。90年代にＶ川崎がＪリーグ
連覇を含め全盛期を迎えたのもカズをはじ
め、プロ経験のあるラモスなどの影響があっ
たことは間違いないだろう。もちろんカズ
の取材を続けることで新米だった記者も
プロの厳しい世界を思い知らされたし、トッ
プアスリートの考えや哲学などを学ばせて
もらった。
　当時のカズの取り組みも現在では常識、
当たり前のことなのかもしれない。ただＶ川
崎だけではなく、鹿島アントラーズでは「サッ
カーの神様」と呼ばれたジーコがそうだったよ
うに、先人のプロ選手たちの言動がチーム
内に浸透し、現在まで受け継がれていること

を否定する人は少ないだろう。チーム内に広
まれば、リーグ全体にも波及する。こうした積
み重ねが選手のレベルを上げ、チーム力を
アップさせた。それがリーグ全体の活性化に
つながり、20年目を迎えるＪリーグを支えて
きたことは間違いない。
　Ｊリーグは20年で国内屈指の人気競技と
なった。毎年少しずつ積み重ねることで、進
化した。93年に10クラブだったＪリーグは
全国に広がり、現在は40クラブと確実に定
着しつつある。かねてカズは「日本でサッカー
が文化の一つになること。それが理想かな」
と明かしていた。あいさつや日常会話でも
サッカーの話題が普通に話されるようになる
こと。国民がサッカーへの関心を高めること
が、さらなる競技力の向上とリーグの発展に
つながる。
　これまで積み重ねたものをしっかりと次世
代に引き継ぎ、さらに新たな考えを積み増す
こと。選手だけでなく、現場やクラブスタッフ
ら、Ｊリーグに関わる全ての人々が信念を
持って継続し、進化させていくことが求められ
るのではないか。

信念を持って継続、進化を
1970年3月11日生まれ。埼玉県出身。日本大学第一高等学校－日本大学（法学部）。93年に東京スポーツ新聞社に入社し、サッカー担当。ヴェル
ディ川崎（現 東京ヴェルディ）や日本代表を担当し、ＦＩＦＡワールドカップは98年のフランス大会から2006年のドイツ大会まで、ほとんどの日本
代表の海外遠征をカバーした。

東京スポーツ ◎ 三浦 憲太郎（みうら けんたろう）


